
地球に共存しそして守られるスーパージオ®工法

液状化時安定化対策工法
軟弱地盤対策工法
安⼼目視管理工法
先人の知恵による安⼼工法
その他の特徴等

一般一般一般一般社団社団社団社団法人法人法人法人液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会



液状化が引き起こす不等沈下
液状化が起こると重い物は沈み軽いものは浮き上がろうとします。
この時重量バランスの偏った建物や重⼼の⾼い建物は傾きマンホールなどの軽いものは浮き上がります。
しかし⼤きな沈下はその後の終息時に起こります。

液状化した土の中で内部が空洞の液状化した土の中で内部が空洞の液状化した土の中で内部が空洞の液状化した土の中で内部が空洞の
マンホールは浮き上がります。マンホールは浮き上がります。マンホールは浮き上がります。マンホールは浮き上がります。

液状化終息時液状化終息時液状化終息時液状化終息時
逃げ道を見つけた水は大量逃げ道を見つけた水は大量逃げ道を見つけた水は大量逃げ道を見つけた水は大量の砂の砂の砂の砂粒子粒子粒子粒子とととと

ともともともともに地表に吹き出します。に地表に吹き出します。に地表に吹き出します。に地表に吹き出します。

建物の下の地盤から砂粒子建物の下の地盤から砂粒子建物の下の地盤から砂粒子建物の下の地盤から砂粒子を抜き取を抜き取を抜き取を抜き取
られたられたられたられた建物は大きく建物は大きく建物は大きく建物は大きく傾き沈下傾き沈下傾き沈下傾き沈下してししてししてししてし
まいます。まいます。まいます。まいます。



液状化のメカニズム

等沈下等沈下等沈下等沈下

戻ろうとする気圧戻ろうとする気圧戻ろうとする気圧戻ろうとする気圧
は２気圧になるは２気圧になるは２気圧になるは２気圧になる

建物バランスが建物バランスが建物バランスが建物バランスが良良良良いいいい
建物バランスが悪い建物バランスが悪い建物バランスが悪い建物バランスが悪い

砂噴による砂噴による砂噴による砂噴による
支持力低下支持力低下支持力低下支持力低下

①①①①

②②②②

初期沈下現象初期沈下現象初期沈下現象初期沈下現象

終息時終息時終息時終息時
沈下沈下沈下沈下現象現象現象現象



液状化時のスーパージオの働き
液状化初期段階では軽量なスーパージオ材が建物のバランスを保ちます。
液状化が納まろうとするとき逃げ場を求めた⽔が砂の粒⼦とともに地表に吹き出そうとします。
その時の⽔を⼀時的にスーパージオの空間に取り込み砂の粒⼦を逃げさせません。

空間約8㎥

空間約4.5㎥

スーパージオ
地盤

飽和した
砂地盤

G.L.

水位水位水位水位
５ｍ５ｍ５ｍ５ｍ

４ｍ４ｍ４ｍ４ｍ

� 国土交通省告示第1113号では地震時に液状化する恐れの地盤の場合、建築物に有害な損傷、
変形および沈下を生じないことを確かめなければならないとし、軽量な戸建住宅では、地
表面から深度5mまでの、飽和した砂層に対しての液状化の検討を・・・とある。

（（（（56㎡㎡㎡㎡×4ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）20％（含水比）％（含水比）％（含水比）％（含水比）×2％（その中の地表に吹き出そうとする水）＝％（その中の地表に吹き出そうとする水）＝％（その中の地表に吹き出そうとする水）＝％（その中の地表に吹き出そうとする水）＝0.9㎥㎥㎥㎥

７ｍ７ｍ７ｍ７ｍ××××８ｍ＝５６㎡の面積の建物を外周のみスーパージオの８ｍ＝５６㎡の面積の建物を外周のみスーパージオの８ｍ＝５６㎡の面積の建物を外周のみスーパージオの８ｍ＝５６㎡の面積の建物を外周のみスーパージオの
置換を施工した場合置換を施工した場合置換を施工した場合置換を施工した場合

過剰間隙水過剰間隙水過剰間隙水過剰間隙水
0.90.90.90.9㎥㎥㎥㎥

過
剰
間
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水
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液状化を免れた船橋市の7棟現場

河川横にある戸建分譲地

2009年4月SG施工



軟弱地盤対策工法
• 置換（ちかん）工法
置換材にスーパージオ（以下ＳＧ）を⽤いることで軽量化を計り、置換により荷重が軽減され、直下
の軟弱な粘⼟層や腐植⼟層等の圧密沈下を軽減させ⽀持⼒増加や交通振動低減などにも効果が
ある。
置換設計は qa値（⽀持⼒）+SGの置換⼒＝ｒ（⼟の重さ）×Dｆで求める

一般一般一般一般社団社団社団社団法人法人法人法人液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会

部分置換部分置換部分置換部分置換

全部全部全部全部置換置換置換置換

過小
だと



特殊工法ではない先人に学ぶ置換工法
⼟の重さは１㎥あたり約1.8トンもあります︕
これを軽い材料と⼊れ替えることで昔からその重さに耐えている地盤に新しく建築される建物の重さをやさしく伝えます。

スーパージオ
0.42KN/㎥

木造２階建
12KN/㎥

搬出土
18KN/㎥

地表から１ｍ下の地盤は18KNの重さに耐えています。

地表から２ｍ下の地盤は36KNの重さに耐えています。



歴史に⾒る置換工法

一般一般一般一般社団社団社団社団法人法人法人法人液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会

大きく根入れし荷重分大きく根入れし荷重分大きく根入れし荷重分大きく根入れし荷重分
散・筏で建物重心をそろ散・筏で建物重心をそろ散・筏で建物重心をそろ散・筏で建物重心をそろ
え、留め杭で外周を囲むえ、留め杭で外周を囲むえ、留め杭で外周を囲むえ、留め杭で外周を囲む

ＳＧ工法概念ＳＧ工法概念ＳＧ工法概念ＳＧ工法概念



スーパージオ工法が沈下しない理由
ここでは７ｍ×８ｍの基礎面積で外周のみをSG３００に置き換えた場合を試算してみます。

基礎面積５６㎡

基礎底面にかかる１㎡あたりの荷重は１２基礎底面にかかる１㎡あたりの荷重は１２基礎底面にかかる１㎡あたりの荷重は１２基礎底面にかかる１㎡あたりの荷重は１２KNKNKNKN
建物全体荷重は１２建物全体荷重は１２建物全体荷重は１２建物全体荷重は１２××××５６＝６７２５６＝６７２５６＝６７２５６＝６７２KNKNKNKN ①①①①

実質排土量実質排土量実質排土量実質排土量≒≒≒≒24242424㎥㎥㎥㎥
排土総重量は１８排土総重量は１８排土総重量は１８排土総重量は１８××××２４＝４３２２４＝４３２２４＝４３２２４＝４３２KNKNKNKN ②②②②

建築後に実際に地盤にかかる荷重は建築後に実際に地盤にかかる荷重は建築後に実際に地盤にかかる荷重は建築後に実際に地盤にかかる荷重は
①－②＝２４０①－②＝２４０①－②＝２４０①－②＝２４０KNKNKNKN

これを面積で割るとこれを面積で割るとこれを面積で割るとこれを面積で割ると
２４０２４０２４０２４０÷÷÷÷５６＝４．２９５６＝４．２９５６＝４．２９５６＝４．２９KN/KN/KN/KN/㎡㎡㎡㎡

地盤調査データより

地盤の許容応力度：qa＝３０．００KN/㎡

私の体重を足裏の面積で割ると私の体重を足裏の面積で割ると私の体重を足裏の面積で割ると私の体重を足裏の面積で割ると
９０９０９０９０÷÷÷÷０．０５＝１８０００．０５＝１８０００．０５＝１８０００．０５＝１８００kgkgkgkg
両足立ちで１８両足立ちで１８両足立ちで１８両足立ちで１８KN/KN/KN/KN/㎡！㎡！㎡！㎡！
ということは私が沈まなければ？！ということは私が沈まなければ？！ということは私が沈まなければ？！ということは私が沈まなければ？！

上下とも上下とも上下とも上下ともSSSSSSSSデータでデータでデータでデータではははは75kg75kg75kg75kg自沈です自沈です自沈です自沈です。。。。



どんな地盤や環境にも対応可能

一般一般一般一般社団社団社団社団法人法人法人法人液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱液状化対策軟弱地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会地盤対策推進協議会

狭小地

高台地

擁壁安息角



材料が軽いので手運び材料が軽いので手運び材料が軽いので手運び材料が軽いので手運びOK！！！！
掘削さえできればどんな場所でも施工できます！掘削さえできればどんな場所でも施工できます！掘削さえできればどんな場所でも施工できます！掘削さえできればどんな場所でも施工できます！

価格 特殊施工機械 狭小地 高台 エコ 地盤保証 液状化特約 瑕疵担保保険 対応現場・土質

○ ○ △ △ × ○ × × △

○ △ × △ × ○ × × △

× △ △ △ △ ○ × × ○

△ △ × △ ○ ○ △ × △

○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

各工法の現場対応力

表層改良工事

柱状改良工事

鋼管工事

砕石パイル

スーパージオ



今までは特殊な重機のスケジュールに合わせていた工程管理が今までは特殊な重機のスケジュールに合わせていた工程管理が今までは特殊な重機のスケジュールに合わせていた工程管理が今までは特殊な重機のスケジュールに合わせていた工程管理が


